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は じ め に 

 

 福岡普及指導センターでは、平成 24 年３月に策定された福岡県農業・農村振興基

本計画に則して毎年普及指導計画を定め、福岡市農業指導センター、糸島農業計画

会議、筑紫地区営農推進協議会など３地域の営農推進組織の市町、農業委員会、JA

をはじめ、指導農業士、青年農業士、女性農村アドバイザーと連携しながら普及活

動を展開しております。また、新規就農者の確保・育成については、市町、JA、農

業大学校との連携を強化して取り組んでおります。 

平成 27 年度の普及活動については、「元気な産地・担い手」「雇用を活かして収益

性の高い経営」「若者、女性が活躍する都市型農業」をスローガンに掲げ、２つのプ

ロジェクト課題と 13 の係別課題に取り組んできました。 

特に、プロジェクト課題「糸島地域の園芸農業の維持・振興と新たな担い手の育

成」では、シルバー人材センターの活用体制が整い、繁忙期の労力確保が出来まし

た。「福岡市西部地区園芸産地のパワーアップ」では、北崎地区の花き振興計画を策

定するとともに、青年部が設立され、推進品目の面積拡大が進みました。 

平成 27 年度は、夏季の長雨・寡日照に加え、台風１５号の上陸、１月２４、２５

日（日中マイナス４℃）の大寒波の気象変化に対応し、随時技術対策資料を作成し、

栽培管理の徹底等を呼び掛けてきました。 

この普及活動成果集は、こうした普及指導センターの活動を農家の皆さんや関係

機関の皆さんに広くご理解いただくために、毎年作成しているものです。今回は、

平成 27 年度までに一定の成果が上がったもののほか、主な表彰や地域のトピックス、

展示ほの概要等について掲載しています。 

 福岡普及指導センターは、今後とも福岡地域農業の振興、農業者の皆さんの経営

発展に向けて所員一丸となって取り組んで参りますので、引き続き普及活動へのご

理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

 

  平成２８年３月 

福岡農林事務所福岡普及指導センター長  平井 保則  
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糸島地域の園芸産地の維持・振興と新たな担い手の育成 

～ 臨時雇用者の技術習得、花き課題解決、新規参入就農者の定着を目指す ～ 
 
１ 対象概況  
  JA 糸島イチゴ部会 115 戸（H27）、JA 糸島花き部会 150 戸(共販組織数 18 部会、
H27）、新規就農希望者  

 
２ 課題化の背景・活動内容 
 糸島地域の園芸産地では後継者への経営移
譲が進む一方、後継者のいない農業者も多く、
高齢化による労働力不足及び産地の維持が課

題となっている。 
①イチゴでは、JA 糸島、イチゴ部会、普及

指導センター、シルバー人材センターが連
携し、シルバー会員に対してイチゴ栽培の
技術習得研修を実施し、農繁期における雇
用導入促進を図った。 

方法は、イチゴ部会役員が指導者となり、
シルバー会員の基礎的な技術習得を行っ
た。                      
② 花きでは、部会員の労働力確保の状況    

や雇用導入の意向調査を行い、雇用ニーズに対応できる仕組みの構築について
検討し、また、共販組織が 18 と多いため、市、JA、普及センターで構成する
産地戦略会議で課題を整理、共有し、重点支援９組織について課題解決を図っ

た。 
③ 新規就農者の育成・確保および定着は、園芸産地の維持・発展を図るために   

関係機関と連携し支援を行った。 

 
３ 主な成果 

（１）シルバー人材センター活用で農繁期の臨時雇用を確保 
  イチゴ栽培サポーター研修でイチゴ部会役員が

シルバー人材センターの新規会員を指導し、イチゴ
の作業ができる人材を育成した。 

このことにより、イチゴの農繁期の臨時雇用の 
依頼に対応できるシルバー会員の確保が可能とな
り、また即戦力として活用できるようになった。 

  結果、40 戸のイチゴ部会員がシルバー人材セン
ターを活用するようになった。 

 
  シルバ人材センター活用農家数の推移（戸） 

年度 H２５ H２６ H２７ 

活用農家 ３０ ３３ ４０  イチゴ栽培サポーター研修の様子 

イチゴ栽培サポーター研修 

JA 糸島 ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ 

普及指導ｾﾝﾀｰ 

現地研修 

(収穫・摘葉等) 

イチゴ部会 ｼﾙﾊﾞｰ会員 

イチゴ栽培サポーター研修の仕組み 
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（２）花き共販組織の半数で課題解決グループを設定。５組織の課題解決を達成 
  平成 25年度は雇用ニーズに対応できる仕組みの構築につ

いて検討するため、部会員の労働力確保の現状や、今後の
雇用に対する意向等について調査を行った。  

その結果、作業内容が多岐に渡っており、臨時的な雇用
ニーズに対応する仕組みの構築は難しいとの意見が多く、
雇用は個別に確保することした。 

そこで、既に雇用を活用している事例を紹介するリーフ
レットを作成し、導入を検討している部会員に対して配布 
することで、雇用する際のポイント等へ理解を図った。 

平成 26 年度、27 年度は 18 共販組織のうち、半数にあたる９組織でワーキン
ググループを設置、課題を見える化し、課題解決に取り組んだ結果、以下の５組

織の課題解決ができた。 
 

共販組織 取り組んだ内容 主な成果 

トルコギキョウ 
他産地や市場調査を行い、新たな規格を作っ
たことで平均単価の底上げができた。 

1 本当り単価 
（前年比＋13 円） 

アネモネ 
高単価が見込める時期の出荷確保を目指し、
早期定植作型の推進を行った結果、高単価時
期（11 月）の出荷量が増加した。 

高単価時期出荷量 

（前年比 303％） 

スプレーマム 
他産地や市場調査を行い、主力品種候補を２
品種に選定・導入した。 

主力品種候補 

（品種比較試験中） 

キンギョソウ 
栽培管理を徹底した結果、需要期（３月）の
出荷量が増加した。 

需要期出荷量 
（前年比 114％） 

ミヤコワスレ 
適期防除の徹底により作付予定面積の 120％
の苗が確保でき、作付面積が拡大した。 

苗の供給率 
（予定面積比 120％） 

   
（３）認定新規就農者が年 10 名誕生 
   新規就農相談については相談を受けた市、農業委員会、JA、普及指導センター

の各関係機関で就農相談ができる体制を整え、ワンストップ化が図られるように
なった。また、関係機関で構成する糸島農業計画会議新規就農支援班による合同
相談会等による総合的な支援体制ができた。 

    このことにより、毎年 10 名の新規就農者（認定新規就農者）が誕生した。 
 
認定新規就農者数の推移        （名） 

年度 H２５ H２６ H２７ 

認定新規就農者 （７） 

 

１２ 

※夫婦認定含む。 

１２ 

※夫婦認定含む。 

    ※H25 年度は、青年就農給付金（経営開始型）交付者 

 アネモネ 
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福岡市西部地区園芸産地のパワーアップ 

～ 産地振興と担い手の育成を支援 ～ 

 
１ 対象概況 
 JA 福岡市 北崎花き部会 91 名 10.7ha（H27 年） 
 
２ 課題化の背景・活動内容 
 北崎地区は、市内産花きの 7割を占める古くからの花き産地であるが、価格低迷
や高齢化等により活力低下がみられるため、産地の活性化が急務になっている。   
また、今津・元岡地区はイチゴ、軟弱野菜、トマトの主要産地であるが、産地強

化のため後継者・女性の経営参画の推進や、新規参入者の定着に向けた支援が必要

となっている。 
そこで、北崎花き産地の活性化のため、花の里活性化ビジョンの作成、後継者の

組織化、推進品目の選定と栽培指針の作成等を行った。また、若者や女性が活躍す

る農業経営の確立を目指した家族経営協定の推進や、新たな担い手づくりに向けた
就農定着促進マニュアルの作成等を行った。 

 
３ 主な成果 
（１） 北崎花き産地の活性化 

花き産地の活性化や振興を検討する場として、花き生産者やJA、普及指導センタ

ー等で「花の里活性化座談会」を設立し、意見交換を重ねた。また、関係機関との

連携を強化し、意思決定を円滑にするため、ＪＡおよび普及指導センターによる「北

崎地区花き振興連絡会議」を設立した。  

このことにより、生産現場から意見収集がスムーズに行われ、関係機関の活動も

活発化し「花の里活性化ビジョン（北崎地区花き振興計画）」を予定よりも１年早

く作成できた。（図１）その後、ビジョンに掲げる組織対策として、青年部が設立

された。（写真１） 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図 1 花の里活性化ビジョン 写真１ 北崎花き青年部の設立 
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また、販売対策としては、日持ち保証認証の取  
得を支援し、延べ 56人が認証を取得した。   
（写真２） 
一方、生産対策としては、推進品目７種類、予  

備推進品目 10 種類を選定するとともに、栽培指  
針の作成を行い、生産者へ提案した。 
（写真３） 

 
（２） 新たな担い手づくり、若者女性が活躍 

する農業経営の推進  
家族経営協定の推進については、普及指導セン  

ターが働きかけたことにより、福岡市及び農業委  

員会との連携が強化され、３年間で２家族（４名）  
が協定を結んだ。 
また、北崎と今津・元岡を合わせた３地区の新 

 規参入者の定着支援については、「新規就農者に  
 ついての就農定着マニュアル」を作成し、就農相  
 談会等で、各関係機関が活用している。  

その他、新規就農者同士の意見交換や現地巡回 
等を行い、互いの連携を深めることができた。 
（写真４） 
 

 

 

 

 

写真４ 新規就農者の意見交換・現地巡回 

写真２ 日持ち保証認証の取得 

写真３ 推進品目説明会の様子 
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地域の担い手となる農業者の経営確立 
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女性の視点を活かした農業経営を目指して 

～ 私らしい経営参画について考える ～ 

 
１ 対象概況 
  女性農業者 7名、女性起業志向者 
  
２ 課題化の背景・活動内容 
 女性農業者が農業に従事する過程は様々で、農業に関する知識・技術等を修得す
る機会は少ない状況にある。 
そこで、女性農業者の視点や発想を活かした農業経営実践のため、農業経営ビジ

ョン作成研修、他産業への派遣研修、女性起業等の取り組み支援を行い資質と意欲

の向上を図った。 
 
３ 主な成果 

（１）経営ビジョン作成研修 
経営参画に意欲的な女性農業者７名が, 

経営ビジョン作成研修を受講し、うち５名 
がそれぞれの経営参画ステージにあわせた 
目標を定め経営ビジョンを作成した。 
ビジョン作成にあたっては、個別支援の 

中で農業経営の中での自分の役割や共同経 
営者としての農業経営と生活の現状を見つ 
め直し、目標に向かってやるべきことを整 

理した。 
また、意見交換会や視察研修、農業機械 

研修等の参加をきっかけに、様々な知識を 
身に付けるだけでなく、次世代の農業を担     経営ﾋﾞｼﾞｮﾝ作成研修開校式・意見交換会 

う若手女性の仲間づくりにもつなげることができた。 
 

（２）他産業派遣研修、女性起業等の取り組み支援 
自家農産物の加工・販売を目指す女性農業 

   者１名が、他産業（菓子製造・販売業）への 
派遣研修を受講した。 

研修では、パティシエによる加工実習や自 
家農産物による菓子の試作だけでなく、菓子 
工房内の機器整備や衛生面の知識の習得、店 

舗での販売実習などたくさんの技術と知識を 
取得することができた。 

研修後は、商品開発や加工所の整備等を行 
い、起業に向けての準備を進めている。       
 

  他産業派遣研修(菓子製造・販売業) 
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実需者が求める小麦の品質向上 

～ 県民食のラーメン用ラー麦、うどん用チクゴイズミの品質向上 ～ 

 
１ 対象概況 

   JA 糸島麦部会生産者 47 経営体、JA 筑紫麦出荷者部会生産者 49 経営体 
 
２ 課題の背景・活動内容 

（１）糸島地域 
     糸島地域の麦の個別経営体当りの作付け 

面積は 18.2ha と県内最大であり、近年では 
ラー麦の生産が拡大している。 

ラー麦は、実需者よりタンパク質含有率 
（12％以上）が求められているが、平成 
25 年産はタンパク質含有率が 11.4％に低下 

した。このため、ＪＡ糸島や麦部会と連携し 
タンパク質含有率向上を目的とした施肥技 
術改善実証ほに基づいた、穂揃い期追肥を 
麦部会員に重点指導した。併せて、排水対      現地講習会（1 月） 

策、雑草防除を指導した 。                                  
  （２）筑紫地域 

筑紫地域の「チクゴイズミ」は、平成 25 年産のタンパク質含有率は 8.7％
とＡランク許容値の 8.0％より高いが、更なる向上を実需者から求められて
いる。タンパク質含有量を高める方策としては穂揃い期追肥の効果が高いが、

従来の施肥体系より施用回数が多くなるという課題がある。このため、緩効
性肥料による 1 回追肥の実証ほを設置し、現地巡回指導を行った。 
 

３ 主な成果 
（１）ラー麦の品質向上 

穂揃い期追肥の技術改善が定   
着したことにより、平成 26 年 
産のタンパク質含有率は 11.8％ 
と向上し、平成 27 年産では、 
12.6％(目標値以上)と更に向上 
した。 

（２）チクゴイズミの品質向上 
 施肥技術が定着した平成 26 年 

産のタンパク質含有率は 8.9％と 
向上したことにより、平成 27 年 
産は、9.1％に向上した。 
 

タンパク含有率の推移 

ラー麦タンパク質目標値 

チクゴイズミタンパク質目標値 
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イチゴ若手生産者の技術向上支援 

～ 新規生産者への収量増加に向けて ～ 

 
１ 対象概況 
 JA 福岡市イチゴ部会：新規生産者 3名 66a（部会 37 名 8.3ha） 
JA 糸島イチゴ部会 ：新規生産者 3名 63a（部会 115 名 27.7ha） 

 
２ 課題化の背景・活動内容 

管内イチゴ部会では、毎年１～２名程度の新規生産者が部会に加入しイチゴ栽培
を始めてる。 
しかし、組織の活力となる新規生産者の生産力は部会平均より低く、今後の産地

力の低下が心配されている。 
そのため、平成 23 年度以降に栽培を始めた新規生産者６名を対象に個別巡回指

導を実施し、個々の課題の把握と改善方法の提案を随時行うことで技術力向上を図

った。 
 
３ 主な成果 

単位収量の増加 
個別指導により生産上の課題を把握した結果、育苗期の炭疽病の発生や、厳寒期

の草勢維持、うどんこ病・ハダニ類の発生による品質低下などの課題が明らかとな
った。 
これら課題を解決するため、育苗期の防除対策の徹底や定植後の株作り、厳寒期

の草勢維持のための電照管理、摘果の徹底、病害虫対策などを指導した。 

その結果、定植後に炭疽病で枯死する株が減少し、厳寒期の草勢の維持もできた
ため、単位収量が 2,473kg/10a（Ｈ24）から 3,577kg/10a（H26）に増加した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図１ 新規生産者(6 名平均)の生産量の推移 
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新たな技術導入による「れき耕栽培トマト」の収量向上 

～ 日中加温技術の導入と炭酸ガス施用技術の普及 ～ 

  

１ 対象概況 
JA 福岡市元岡れき耕トマト部会 12 戸 5.1ha、JA 糸島れき耕トマト部会８戸 3.9ha 

 
２ 課題化の背景・活動内容 
 れき耕トマト栽培では、重油価格高騰等による経費の急増により所得が減少して
おり、収量増が急務となっている。昨年度は炭酸ガス施用技術の導入と優良品種「み
そら」への品種更新により収量が増加した。今年度は、日中加温技術の導入と炭酸
ガス施用技術の普及により、さらなる収量向上を図った。  

 
３ 主な成果 
（１）日中加温技術の導入 
厳寒期（12～2 月）は、日中のハウス内温度が上昇
しない日が多いため、積極的に日中にも加温（20℃）
することで草勢維持を行った。(図 1) 
その結果、重油経費が増加するが、収量が伸びた
（19t→23t/10a)ため、収益性は向上した。 
（写真１） 作業に支障がないようにダクトを頭上に設置し           

ている。                     写真１  温風ﾀﾞｸﾄの頭上設置 
                                                                                                    
（２）炭酸ガス施用技術の普及 
  昨年度、炭酸ガス施用技術（日中

400ppm 維持）により 2.6t/10a の収量向
上が認められた。未導入農家に対して、
実績をもとに推進を行った結果、導入
農家は 16戸から 18 戸に増加した。                        

図１ ﾊｳｽ内環境ｸﾞﾗﾌ      

 

（３）産地の生産量増加 

  上記の技術により各生産者の収量が増加した。その結果、前年比でＪＡ福岡市は 
183t、ＪＡ糸島は 45t 出荷量が増加した。（図 2､3） 

図２ 「ＪＡ福岡市」共販量の推移         図３ 「ＪＡ糸島」共販量の推移 
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  写真１ クルクマ 

オリジナル品種 

「ホワイトマリアージュ」 

特産花きの評価向上と雇用を活用した安定生産 

～ 草花品目の売上アップで産地力を強化しよう！ ～ 

１ 対象概況 
  JA 糸島 花き部会 150 名  97.5ha （H27 年） 
 
２ 課題化の背景・活動内容 
 糸島地域では、様々な特産花きが栽培されており、地域ブランド品目として市場
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高糖分・高消化性 WCS 用稲「たちすずか」の普及 

～ 「たちすずか」の作付面積拡大と利用酪農家の増加を目指して ～ 

 
１ 対象概況 
  管内全域のＷＣＳ用稲による耕畜連携取組を志向する酪農家・耕種農家 
 
２ 課題化の背景・活動内容 
 水田の有効活用と飼料自給率向上が求められる中、管内では WCS 用稲による耕畜
連携への取り組みが拡大し、作付面積は増加傾向にある。しかし、既存品種は牛に
とって消化の悪い籾が多く、酪農家の間では、利用する上で問題点となっている。   
WCS 用水稲新品種「たちすずか」は、既存品種に比べ消化の良い茎葉割合が多く

発酵に必要な糖含量が高いだけではなく、倒れにくく栽培しやすいとういう優れた
特長を有している。そのため、高品質 WCS 生産や乳量向上に大きく寄与することが
期待されている。 

  そこで、栽培こよみの作成、コントラクターの活用推進、栽培実証ほの設置等の
取り組みを通じて「たちすずか」の早期の普及・定着を目指した。 

 
３ 主な成果 

「たちすずか」の作付面積拡大と利用酪農家の増加 
専用収穫機械を保有しない地区での生産拡大・WCS 用稲導入等に伴う耕種・酪農

家とコントラクター組織とのマッチングをおこなうとともに、「たちすずか」への
品種転換を促進するため、種子生産・確保について支援した。 

平成 27 年度の「たちすずか」作付面積は 148ha(H25 比 176%)へと増加した。 

管内 WCS 用稲作付面積に占める「たちすずか」の作付割合は 54％に高まった。  
そのため、「たちすずか」を利用する酪農家戸数は 22 戸となり、飼料イネを利用

する酪農家の 81％が「たちすずか」を利用するようになった。 

 図１ 「たちすずか」栽培こよみ 
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福岡市内の関係機関で構成する福岡市農業指導センター女性農業者支援班は、

福岡地域の若手女性農業者グループ『ワンダフルライフ』と合同で、平成 28

年 1 月 22 日に南筑後普及指導センターにおいて、次世代の女性農業者の育成と

女性組織活動の支援を目的に開催しました。 

まず、南筑後地域若手女性ネットワーク（通称：ＭＪ）の組織化について研

修した後、『ワンダフルライフ』と『ＭＪ』の会員は班に分かれ、自分の描く

農業のキャリアパスについて意見交換をしました。交流を通じて夢や目標を語

り合える同世代の仲間づくりにつながりました。 

普及指導センターでは、次世代農業女性の掘り起こしや育成につなげていき

ます。 

 

底で更なる拡大を目指す ～ 

 

 
 

 

平成 28 年２月 23 日に「グランドハイアット福岡」でＪＡ福岡市普通作研究

部会第 30 回減農薬稲作シンポジウムが開催され、研究部会員、消費者等約 360

名の参加がありました。 

「普通作研究会のあゆみ」の紹介では、昭和 56 年度から減農薬栽培の研究が

開始され、全国に広がったこと。現在までの取り組み内容や、消費者グループ

との共同活動などが紹介されました。 

記念講演では、宇根豊 氏から、減農薬栽 

培を進めるにあたり関係機関が協力的であり、 

連携して取組むことができたこと。虫見板の 

開発で農家自身が害虫の観察を積極的に行う 

ようになり、減農薬栽培へ意識が変わったこ 

と等が紹介されました。 

部会員は初心を忘れず、今後も研究を重ね 

る決意を新たにしていました。            「宇根 豊」 氏 講演 

トピックス・各種表彰 

女性農業者育成研修会を開催 
～ 次世代の女性農業者の支援に向けて ～ 

第３０回減農薬稲作シンポジウム開催 
～ 減農薬栽培発祥の先駆者集う ～ 

ＭＪの組織化について研修 ３班に分かれて意見交換 
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 宇 根 豊 氏

講演  

 

福岡市早良区内に就農した新規就農者 7 名で、 

平成 27 年 6 月に露地ナスを共同販売する「露地ナ 

ス研究会」が結成されました。 

起ち上げにはＪＡ福岡市と㈱福岡大同青果が強 

力にバックアップを行い販路確保に努力する一方 

で、普及指導センターでは収量・品質の確保に向 

けて、栽培技術力のレベルアップを図るための支 

援を行っています。                    現地講習会の様子 

当初、会員達が計画していた直売所出荷型の多 

品目少量生産から、本格的な農業生産を目指す市 

場出荷型へ移行した結果、農業経営への難しさや 

面白さに手応えを感じており、計画目標達成に意 

欲的になってきています。 

平成 27 年の台風 15 号の被害にもかかわらず、 

今年は更なる拡大の意向であり、作付は全体で 

45a→90a へと倍増の見込みです。         会員作成デザインパッケージ 

 

 

 

 

 

 

 ＪＡ糸島胡瓜部会（会員 21 戸）

では他産地に先駆けて雇用型経営

を取り入れた規模拡大に取組むな

ど、生産・販売力向上に資する様々

取り組みを行ってきました。 

近年では天敵を利用した IＰＭ防

除体系を取り入れた栽培に取り組

んでおり、農薬散布回数が大幅に削

減されるなどの成果がでました。 

また、先進技術の取り組みも積極    

的に行っており、ICT（環境測定器具）を導入した数値に基づく栽培管理も一部

では始まっています。 

相対契約も積極的に行い、安定出荷や有利販売につながっています。以上の

取組みの結果、平成 27 年度の販売金額は、ＪＡ糸島胡瓜部会設立後初めて４

億円を達成しました。今後も単収増加による出荷量の拡大が見込まれます。 

新規就農者グループで露地ナス研究会を結成 
～ 相互の栽培技術をレベルアップし、直売所出荷型から脱皮 ～ 

JA 糸島胡瓜部会の出荷販売額４億円を達成 
～ 技術向上による単収の改善、相対取引による有利販売 ～ 

 鬼塚部会長あいさつ 
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平成 27 年９月 11 日、「花き生産技術と経営の向上、産地の発展」を目的とし

て、北崎花き青年部が設立されました。メンバーは 16 名で、45 歳以下の後継

者で構成されています。 

11 月２日には、第１回目の青年

部現地研修会が開催され、お互い

のほ場を巡回しながら栽培上の

工夫や課題について、情報交換を

行いました。 

今後も北崎地域の花き発展の

ために、メンバー全員で、活発な

活動を行っていきます。 

                      

 

 

 

 

 

 

福岡県が育成した温州みかん「早味かん」は、９月中旬から収穫できる極

早生品種であり、同時期に収穫される他品種よりも糖度が高く、減酸も早い

有望品種です。現在、糸島地区では 10a 栽培されています。 

しかし、果実肥大が不良で小玉傾向となりやすいことが課題であるため、

早期摘果の調査をおこない適正な摘果や灌水を指導しました。その結果、果

実肥大が向上し、生産量も平成 26

年産の約 700 ㎏から 1,700kg 

（平成 27 年産)に増加しました。 

普及指導センターでは、今後      

も、高品質安定生産に向けた支   

援を継続し「早味かん」を推進 

し、面積の拡大を図ります。 

 

 

 
収穫直前の「早味かん」 

カンキツ優良品種「早味かん（はやみかん）」への更新 
～ 適正な管理方法の確立によりさらなる面積拡大を目指す ～ 

北崎花き青年部設立 
～ 若い力の結集で、花き産地振興を目指す！ ～ 
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糸島稲作経営研究会 30 周年記念式典 
～ 模範となる経営者、地域のリ-ダ-を目指して更なる活躍を誓合う ～ 

 

 Ｈ29 年に宮城県で開催される標記共進会（第９区（肥育）：24 ヶ月齢以内）

への初出品に向けて、福岡県全共出品実行委員会の下、博多和牛生産農家は準

備を進めています。肥育期間を通常より約半年短くしなければならないため、

より密度の高い飼養管理で早く大きく育てることが求められています。 

このため、「福岡プレ全共」として平成 25 年 10・11 月生まれの本県産牛を対

象に 24 ヶ月齢肥育に取り組み、平成 27 年 10・11 月に出荷となりました。 

枝肉重量は取れていても脂肪交雑がもうひとつであったもの、肉質はよかっ

たものの枝肉重量が伸びなかったものなど、全国レベルで戦うにはまだまだ改

善が必要なポイントも判明しました。これらを、平成 28 年 3 月から飼養する「全

共本番」の牛の飼養管理に反映させ、「日本一」を目指す生産者を応援していき

ます。 

 

 

 

 

 

 
 

 

○受賞者名：三坂 廣明 氏（糸島市） 

○経営内容：洋ラン  50a 

○活動の概要： 

三坂氏は、25 年にわたりコチョウランの鉢物栽培を続

けてこられ、県内の洋ラン生産者のリーダーとしても活

躍されています。 

農林水産大臣賞の受賞は今回が２度目で、長年にわた

り、高い技術を維持されておられます。 

今回の受賞は、受賞品種「桜姫」の各花

茎に、20 輪以上の花が整然と配置され、花

色の発色が鮮明であったことなどが高く評

価されたものです。 

 

 

第 11 回全国和牛能力共進会への取り組み 
～ 「博多和牛」の知名度アップに向けて ～ 

表彰名：農林水産大臣賞 
～ 福岡県花き品評会（農産の部）～ 
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○受賞者名：大塚 芳幸 氏（糸島市）  

○経営内容：輪ギク等  47a 

○活動の概要： 

  大塚氏は、輪ギクと小菊の栽培を行ってあり、肥培管

理や水管理、病害虫防除の徹底など、きめ細やかな栽培

管理を行なうことで、高品質なキクを生産しています。 

 キクを作って 25 年。近年、夏季の天候が不安定で露

地ギクの栽培が難しくなっている中、長年の経験を活か

しながらも、新品種や新たな技術を積極的に取り入れる

など、栽培技術の向上に努められてい

ます。 

 今回の受賞は、受賞品種「精吟」を、

ボリュームがあり、開花や草丈の揃い

を良好に仕上げたことが高く評価さ

れたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

○受賞者名：青木弘基 氏（糸島市）  

○経営内容：養豚 母豚 80 頭 

○活動の概要： 

ハイポー、モナークとい

ったハイブリッド種を用い

た交配方式を取り入れるこ

とにより生産性の高い養豚

を実践しています。糸島市

志摩野北の豊かな自然に囲

まれた中で育った肉豚は、

銘柄豚「玄海ポーク」とし

て出荷され、高単価で取り

引きされています。 

今回は、肉豚の部で 1 セット 8 頭の基準で 14 セット 112 頭が出品された中

で、青木氏の出品した 8 頭全ての枝肉が上物という高い評価を受けました。 

表彰名：農林水産省 生産局長賞 
～ 福岡県花き品評会（技術・ほ場の部）～ 

 

 

表彰名：農林水産大臣賞 
～ 福岡県肉畜共進会（肉豚の部）～ 
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○受賞者名：結城 五子 氏（那珂川町）  

○経営内容：酪農（経産牛 85 頭） 

○活動の概要： 

全国、福岡県、地域の女性リーダーとして

農業婦人グループの会長や酪農青年女性会議

の要職を長年にわたって歴任され、女性の地

位向上や酪農後継者の育成、酪農振興に尽力

されています。 

また、福岡県酪農調整審議会の委員として

酪農家、女性の立場で県酪農行政に意見を述

べられ、酪農振興等にも寄与されています。 

結城氏のこうした取り組みが高く評価され、

今回の表彰となりました。 

 

 

 

 

 

 

○受賞者名：結城 欣也 氏（那珂川町）  

○経営内容：酪農（経産牛  85 頭）    

○活動の概要： 

結城氏は、平成 12 年度にフリーバ

ーン牛舎、ミルキングパーラ―シス

テムを整備して規模拡大を行い、平

成13年に「牛も家族もファミリーで」

との方針で有限会社「結城ファミリ

ーファーム」を設立しました。 

今回の受賞は都市近郊型酪農の模

範として、所得改善へ向けた新技術

の積極的な取組やコントラクターの

設立等による耕畜連携、また、製造

副産物（豆腐粕、酒粕）の活用によ

るコスト削減等の取り組みが高く評

価されたものです。 

 

表彰名：名誉賞 
～ 福岡県農林水産まつり（畜産の部門）～ 

 

 

表彰名：農林水産省 生産局長賞 
～ 第 67 回日本酪農研究会酪農経営コンクール ～ 

 

 



３　資料一覧

　（１）現地活動情報一覧

情報No. タ　　イ　　ト　　ル 執筆係名 発信日

No. 1 情報が農業の未来を創る 果　樹 27.6.12

No. 2 「取れたての甘さ」、絶品スイートコーンはいかが！ 野　菜 27.6.12

No. 3 飼料イネ「たちすずか」の乾田直播が始まる！ 畜　産 27.6.19

No. 4 「クルクマ」福岡花市場オリジナル品種がデビュー！ 花　き 27.7.14

No. 5 高品質・高収量な大豆生産を目指して！ 水田農業 27.7.22

No. 6 女性の経営・社会参画について学ぶ 地　域 27.7.27

No. 7 農業の基礎技術の確立を支援 地　域 27.8.3

No. 8 農業気象について学ぼう 地　域 27.8.3

No. 9 今年も美味しくできました。金武観光ぶどう園！ 果　樹 27.8.7

No. 10 糸島市で若手農業者等対象研修会の開催 地　域 27.8.7

No. 11 会員の活動事例に学ぶ 地　域 27.8.7

No. 12 自分らしさを活かし、経営に参画しよう 地　域 27.8.10

No. 13 雇用導入による経営発展事例に学ぶ 地　域 27.8.10

No. 14 実需者に選ばれる「糸島の麦」づくりを！ 水田農業 27.8.13

No. 15 北崎花き青年部、活動開始！ 花　き 27.11.16

No. 16 こだわりの「紅まる君」が出荷開始！ 果　樹 27.12.3

No. 17 シンポジウム「アグリコラボいとしま」開催 野　菜 27.12.25

No. 18 「女性農村アドバイザー研修会」の開催 地　域 27.12.28

No. 19 日本酪農研究会酪農経営コンクールで優秀賞に輝く！ 畜　産 28.1.9

No. 20 キウイフルーツで省力化樹形の導入を図る！ 果　樹 28.1.28

No. 21 会員相互の情報交換と経営の向上を図ろう！ 地　域 28.2.15

No. 22 「農業経営セミナー」でこれからの農業経営を考える 地　域 28.2.15

No. 23 第2回「女性農村アドバイザー研修会」の開催 地　域 28.2.18

No. 24 第30回減農薬稲作シンポジウムの開催 水田農業 28.2.26

No. 25 地域で手本となる農業者を目指して！ 地　域 28.3.1

No. 26 糸島胡瓜部会販売高４億円達成記念大会が開催 野　菜 28.3.7

No. 27 糸島市畜産経営環境保全組合が設立 畜　産 28.3.11

　　　　　　　　-18-

※「活動情報」の内容は、下記の福岡県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの出先機関(福岡普及指導センター）に掲載しています。

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/fukuoka-fukyuusidousenta.html



平年差 +1.4℃ +0.5℃ +0.6℃ +1.5℃ +1.4℃ -0.1℃ +3.1℃ -0.3℃ -0.8℃ -0.2℃ +2.6℃ +1.6℃

平年比 119% 48% 76% 178% 79% 89% 68% 206% 81% 94% 166% 165%

平年比 119% 86% 135% 89% 119% 71% 83% 105% 83% 135% 65% 82%

前原アメダスデータを基に作成

○

○

（２）　平成２７年の気象概況（気温･降水量･日照時間：旬ごと）

8月の台風15号上陸、10月の低気圧による強風や集中豪雨などの影響で、農作物の被害が発生しました。

平成27年（１～12月）は、3月の夜間の冷え込み、梅雨時期や冬季の日照不足、秋季からの気温の上昇などがみ
られ、農作物の生育や販売に影響をもたらしました。
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係名
対　象
作　物

課　題　名
設　置
場　所

要　　       約

水田
農業

水稲
福岡県育成「ちくし92
号」の現地適正検定

糸島市 ヒノヒカリと比べて収量は同等かやや少なく、食味は優れた。

水田
農業

水稲
水稲（種子）の品質向
上と合格率向上

糸島市
採種ヒノヒカリで基肥を減肥し、籾数制限をして収量・品質向
上を検討したが、慣行施肥方法が精籾収量で多かった。

水田
農業

水稲
福岡県育成「ちくし90
号」の現地適用性実証

糸島市
対照品種「にこまる」と比較して、出穂期、成熟期ともにほぼ
同程度。しかし、品質は高く収量は100ｋｇ/10a多かった。

水田
農業

水稲
飼料用米の低コスト省
力施肥体系でのタンパ
ク向上・多収効果検討

福岡市
試験区は育苗期の生育および、移植後の生育も良好で収量も多
かった。肥料費は、試験区が10a当たり2,700円安かった。

水田
農業

水稲
酒米の倒伏の軽減及び
登熟の向上

糸島市

倒伏軽減及び登熟向上を図るため、ケイ酸カリを中干し時期に
施用する慣行区に対し、代掻き時に増す試験区とした。倒伏は
各区で発生がなく、登熟歩合等に差がなく収量は慣行区がやや
多かった。

水田
農業

麦
硬質小麦高品質省力生
産のための施肥体系の
確立

糸島市
穂肥に緩効性肥料を用いた試験で、収量は慣行区と同等であっ
たが、タンパク質含有率は慣行区よりやや少なかったが、12％
以上であった。しかし、検査等級は同等であった。

水田
農業

麦
イチバンボシの収量向
上

福岡市
品質収量向上のため密条播種試験を実施した。出芽本数、茎
数、穂数は試験区が多かったが、くず粒歩合、千粒重等より精
麦重はほぼ同等となった。

水田
農業

麦
チクゴイズミのタンパ
ク質含有率の向上

筑紫野市
緩効性肥料による穂肥の施用量を増加することにより、たんぱ
く質含有率が向上した。

野菜 トマト
ﾊｳｽ内環境ﾃﾞｰﾀ比較に
よる高収量栽培技術の
検討

福岡市
糸島市

高収量農家のﾊｳｽ内環境ﾃﾞｰﾀと生育調査ﾃﾞｰﾀを、他農家と比較
して高収量栽培技術を明らかにする。

野菜 イチゴ
光反射を利用した高設
栽培収量増効果の実証

糸島市
ｲﾁｺﾞの高設栽培において、ﾋﾞﾆﾙﾊｳｽ谷部に光反射資材を設置
し、草冠に反射させて光環境を改善することで、ほ場の生育ム
ラを改善するとともに収量向上を図る。

野菜
アスパラ

ガス

アスパラガス栽培にお
ける光反射資材を利用
したアザミウマ類防除
の検討

糸島市

ハウスサイドの外側地面に光反射資材（タイベックシート）を
被覆しアザミウマ類のハウス内への飛び込み防止効果を昨年に
引き続き調査した。昨年より効果は劣るが試験区のアザミウマ
捕殺頭数は対照区より少なく被覆による飛び込み防止効果が認
められた。

野菜 ナス
ベリマークSCのナスの
アブラムシ類に対する
防除効果

糸島市
苗かん注施用で、慣行農薬と同等の効果が認められた。また、
天敵に影響がないため普及性が高い。

野菜
ブロッコ

リー

ベリマークSCのブロッ
コリーのコナガに対す
る防除効果

糸島市
苗かん注施用で、慣行農薬と同等の効果が認められ、また、天
敵に影響がないため、普及性が高い。

（３）　平成２７年度　主な展示ほの概要
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係名
対　象
作　物

課　題　名
設　置
場　所

要　　       約

花き
スプレー

ギク
白色系品種の比較 糸島市

秋系（白）の主力品種で変異体が発生し、穂が販売中止となっ
たため、主力品種候補の品種特性調査を実施した。

花き
トルコギ
キョウ

RTF苗のトルコギキョ
ウ秋出荷作型における
適応性

糸島市
花芽分化時期にばらつきが発生し、収穫時期が不揃いになる秋
出荷作型において、花芽分化態勢にある大苗（RTF苗）を定植
し草丈と枝数の確保を図ったが、効果の実証はできなかった。

花き
トルコギ
キョウ

トルコギキョウの3月
出荷作型の実証

福岡市
春出し作型の主力品種である「レイナホワイト」の大苗定植、
電照、昼温確保及び炭酸ガス施用による３月出荷技術の実証を
行った。

花き
マーガ
レット

マーガレットの年内出
荷が可能な品種の選定

福岡市
①在来系統、②早生系統、③導入メリクロン苗を比較した。採
花時期はほぼ同等であった。次期課題として、夏季の高温によ
る株枯れを回避する方法の検討が必要である。

果樹 カンキツ
エクシレルSEのカンキ
ツのﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏに対
する防除効果

糸島市
今年度は、ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏの発生が少なく、効果の判定は出来な
かったが、薬害や汚れは見られず、使用については問題ないこ
とが確認された。

果樹 カンキツ
摘果時期および方法の
違いが「早味かん」の
果実品質に及ぼす影響

糸島市
6月上旬に25葉に1果で摘果を行う早期摘果区で肥大が優れる結
果となった。品質も大きな問題はなく、今後の指導に活用す
る。

果樹 カンキツ
「北原早生」のフィガ
ロン乳剤処理の検討

糸島市
フィガロンを2回処理した区で、肥大が抑制され、着色が促進
されたが、糖度への影響が見られなかったため、今後も調査を
継続し効果の確認を行う。

果樹 カンキツ
ターム水和剤が「不知
火」の果実品質に及ぼ
す影響

糸島市
散布後2ヵ月程度は肥大促進効果が見られなかったが、その
後、やや肥大効果が見られた。今後も調査を継続し効果を確認
する。

果樹 ブドウ
環状剥皮処理が「シャ
インマスカット」に及
ぼす影響

糸島市
樹勢が強すぎて、環状剥皮効果が見られなかった。次年度は適
正な樹勢となるように樹幹占有面積を拡大後に再度調査を行
う。

果樹 イチジク
　ひこばえを活用した
「とよみつひめ」の新
しい樹形の模索

筑紫野市
一文字整枝とひこばえを結果枝として活用した樹で比較したと
ころ、ひこばえ活用区は、収穫開始時期はやや遅れたものの、
糖度や果皮色については差は見られなかった。

畜産
WCS用ｲﾈ

(たちすず
か)

ＷＣＳ用イネ専用基肥
一発肥料の肥効及び実
用性の確認

宗像市

「たちすずか」専用基肥一発肥料（専用一発肥料）は、既存Ｗ
ＣＳ用基肥一発肥料に比べ、乾物全重が多かった。一方、慣行
分施との比較では、収量が減少し穂重割合が高まる傾向がみら
れた。次年度は施用量の検討が必要。

畜産
WCS用ｲﾈ

(たちすず
か)

「たちすずか」の栽培
実証

福岡市
栽培こよみに沿った肥培管理を施した試験区と無施肥（堆肥施
用のみ）の慣行区を設置し、比較試験を実施。試験区の穂重割
合は、慣行区に比べ半減した。

畜産 水稲
水稲への堆肥施用効果
の検証

福岡市
堆肥施用区と無施用区を設置し、比較試験を実施。堆肥2年連
用の堆肥施用区は、基肥の無施肥が影響し、生育、収量性とも
に無施用区を下回った。
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（４）普及指導センターの活動体制

１）課・係体制 地域係長 農業経営 山浦　浩生

錢花美佐代 （４） 古財　晶子

(６次産業化・通信販売) 　　　　　  箱田美由紀

地域振興課長 （男女共同参画）  安長　知子

 庶 務(１)  永淵　昭子
渕崎　暢文

水田農業係長 水田農業 小田　志穂

城戸　康博 （３） 西尾健太郎

（農業機械） 高見　　栞

（普及情報）

野菜係長 野　菜 原田　賢文

センター長 野菜花き課長 川原　憲朗 （５） 中堀　裕二

（病害虫）　 廣瀬　美里

平井　保則 浜地　清春 堤　　伸子

林田　崇宏

花き係長 花　き  冨田奈央子

月時　和隆 （２）  林田　幸子

（土壌肥料）

果樹係長 果　樹 柿本　浩志

 果樹畜産課長 與田　伸二 （２） 矢山　美晴

（鳥獣害）

波多江　誠

畜産係長  畜　産  渡邉美佐江

中島　啓介 （２）  東　　尚子

（環境保全）

　　

２）班体制
　ア　地域班
　　・糸島班（糸島市）　・筑紫班（筑紫野市・大野城市・太宰府市・春日市・那珂川町）　・福岡班（福岡市）

　イ　センター内運営事項における推進班
　　・青年就農者等支援班　　・普及情報推進班　　　・安全・安心推進班　　　・経営体育成推進班　　　

（　　）内は窓口担当
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